




























電離 水素 水和（または溶媒和）

Ｃ₂Ｈ₅－ＯＨ

（またはＣ₂Ｈ₅ＯＨ）

親水基

疎水基

無 極 性 分 子 は 水 分 子 と 静 電 的 な 引 力 や 水 素 結

合 で 引 き 合 わ ず ， 水 和 し な い た め 。

ファンデルワールス力（または分子間力）

１ ‐ ブ タ ノ ー ル は エ タ ノ ー ル よ り も ， 水 分 子

と 結 び つ き に く い 疎 水 基 が 大 き い た め 。

3.15

メスフラスコ

ホールピペット

ビュレット

（イ）

（エ）

（エ）

（ウ）
中和点が塩基性になるから。または，強塩基の水酸化ナトリウ
ムで滴定しているから。

（ＣＯＯＨ）₂＋２ＮａＯＨ　→　（ＣＯＯＮａ）₂＋２Ｈ₂Ｏ

0.194



サリチル酸



核膜 真核細胞 原核細胞 アデニン

ウラシル 転写 イントロン スプライシング

核膜孔 リボソーム
     転移RNA
（運搬RNA，tRNA）

翻訳

18％ 34％ 50％

制限酵素   リガーゼ
(DNAリガーゼ)

遺 伝 子 Ｇ は 真 核 生 物 （ ウ ニ ） の 遺 伝 子 で あ る

た め ， イ ン ト ロ ン を も っ て い る 可 能 性 が あ る

。 こ の 場 合 ， 大 腸 菌 で は ス プ ラ イ シ ン グ が 起

こ ら な い た め ， イ ン ト ロ ン が 除 去 さ れ な い ま

ま 遺 伝 子 Ｇ の 転 写 ・ 翻 訳 が 起 こ る 。 そ の た め

， 本 来 合 成 さ れ る べ き 酵 素 Ｅ に ， 余 分 な ア ミ

ノ 酸 配 列 の 挿 入 や ， コ ド ン の ず れ に よ る ア ミ

ノ 酸 配 列 の 変 化 ， タ ン パ ク 質 合 成 の 途 中 停 止

な ど が 起 こ り ， ア ミ ノ 酸 の 数 ・ 配 列 が 異 な る

タ ン パ ク 質 Ｅ が 生 じ て し ま う と 考 え ら れ る 。′

（イ）

自律神経系 すい臓 副腎髄質 副腎皮質

腎臓 脳下垂体後葉 バソプレシン 集合管

尿素（トリメチルアミ
ンオキシドでも正解）

（エ）

ニ ホ ン ウ ナ ギ は ， 海 水 を 多 量 に 飲 ん で 水 分 を

腸 か ら 吸 収 し ， 体 液 と 等 張 な 尿 を 少 量 排 出 す

る 。 ま た ， 体 液 に 入 っ た 過 剰 な 塩 類 は え ら か

ら エ ネ ル ギ ー を 使 っ て 排 出 す る 。 こ れ ら の し

く み で 体 液 の 浸 透 圧 を 一 定 に 保 っ て い る 。

Ａ（α） グルカゴン Ｂ（β） インシュリン


